
　
東
葛
北
部
の
中
心
都
市
、流
山
市
に
と
っ
て
長
年

の
懸
案
だ
っ
た（
仮
称
）三
郷
流
山
橋
は
、平
成
34
年

度
の
完
成
を
目
指
し
、着
実
に
事
業
が
進
展
し
て
い

ま
す
。流
山
市
選
出
の
自
民
党
、武
田
正
光（
た
け
だ・

ま
さ
み
つ
）県
議
は
、初
当
選
の
平
成
19
年
9
月
県
議

会
の一般
質
問
で
三
郷
流
山
橋
の
架
橋
問
題
を
取
り

上
げ
て
以
来
、3
期
12
年
間
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ一貫
し

て
こ
の
問
題
解
決
に
情
熱
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。武

田
議
員
は
こ
の
間
、50
名
を
超
え
る
自
民
党
議
員
の

中
で
登
壇
者
の
枠
が
限
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、一般
質
問
、予
算
委
員
会
質
疑
な
ど
本
会
議
場
に

登
壇
す
る
た
び
に
三
郷
流
山
橋
の
早
期
工
事
着
手
を

訴
え
続
け
、登
壇
回
数
は
通
算
19
回
に
及
び
ま
し
た
。

こ
の
成
果
も
あ
っ
て
、千
葉
県
の
厳
し
い
財
政
事
情

の
中
で
、三
郷
流
山
橋
は
本
年
度
、よ
う
や
く
本
体

工
事
に
着
手
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。武
田
議

員
が
県
政
に
訴
え
続
け
て
き
た
経
過
を
含
め
、今
県

議
会
リ
ポ
ー
ト
で
は「
三
郷
流
山
橋
特
集
」を
お
届

け
し
ま
す
。

　
（
仮
称
）三
郷
流
山
橋
は
、
流
山
市
の
ほ
ぼ
中

央
部
（
玉
葉
橋
の
下
流
約
6
キ
ロ
、
流
山
橋
の

上
流
約
2
キ
ロ
）に
計
画
さ
れ
、
千
葉
県
と
埼

玉
県
が
共
同
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

県
道
越
谷
流
山
線
の一部
と
し
て
整
備
さ
れ
る

こ
の
橋
は
、
取
り
付
け
区
間
を
含
め
た
全
体
事

業
区
間
は
1
9
6
0
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
江
戸

川
を
渡
る
橋
の
区
間
は
4
5
0

メ
ー
ト
ル
と
な
って
い
ま
す
。

　

全
体
計
画
は
復
員
23
・
8
〜

33
・
5
メ
ー
ト
ル
の
4
車
線
で
整

備
さ
れ
、
事
業
効
果
を
早
期
に

発
現
さ
せ
る
た
め
、
有
料
道
路

事
業
を
導
入
し
て
南
側
の
片
側

2
車
線
を
先
行
し
て
整
備
す
る

計
画
で
す
。
総
事
業
費
は
約

1
7
0
億
円
（一
般
事
業
費
約

86
億
円
、
有
料
事
業
費
約
84

億
円
）が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
線
に
沿
っ
て
、
県

道
松
戸
野
田
線
と
県
道
松
戸
野

田
線
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
側
道
も

整
備
さ
れ
ま
す
。

3
期
12
年
間
訴
え
続
け
！

昨年6月議会の本会議場で一般質問に登壇した武田正光県議

橋
の
計
画
概
要

34年度完成へ本体工事着手！

　

流
山
市
は
、平
成
17
年
の
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
よ
り
、

都
心
ま
で
約
20
分
で
結
ば
れ
る

な
ど
、交
通
の
利
便
性
が
高
く
、

「
都
心
か
ら一番
近
い
森
の
ま
ち
」

と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
流
山
市
は
、
人
口
増
加

が
著
し
く
、
こ
の
10
年
間
で
2

万
8
千
人
も
増
加
し
、
平
成
29

年
の
人
口
増
加
率
も
約
2
・
7

％
と
県
内
1
位
で
あ
り
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
今
日
の
日
本
社

会
の
中
で
も
、
際
立
っ
た「
若
い

ま
ち
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
の
区
画
整
理
事
業
の
進
展

に
よ
り
、
さ
ら
に
人
口
増
加
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
大

型
商
業
施
設
が
進
出
し
、
物
流

を
中
心
と
し
た
商
業
施
設
の
立

地
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
江
戸
川
を
挟
ん
だ
対

岸
の
三
郷
市
で
も
、
大
型
商
業

施
設
や
物
流
施
設
の
立
地
が
著

し
く
、
買
い
物
や
通
勤
な
ど
で

両
市
間
の
交
通
需
要
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
流
山
市
内

で
江
戸
川
を
渡
る
橋
梁
は
、
現

在
の
流
山
橋
し
か
な
い
た
め
、

県
北
西
部
か
ら
埼
玉
県
や
東
京

都
心
へ
向
か
う
交
通
が
流
山
橋

に
集
中
し
、
周
辺
道
路
に
慢
性

的
な
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

架
橋
の
背
景

（仮称）三郷流山橋特集

武
田

 

県
議
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（
仮
称
）三
郷
流
山
橋
は
、

平
成
25
年
度
の
事
業
着
手
以

降
、
こ
れ
ま
で
に
文
化
財
調
査

や
必
要
な
用
地
取
得
が
行
わ

れ
、
千
葉
県
側
に
つ
い
て
は
用

地
取
得
率
が
、
面
積
ベ
ー
ス
で

約
90
％（
平
成
30
年
11
月
現
在
）

と
な
って
い
ま
す
。

　

現
在
、
千
葉
県
側
取
り
付

け
部
で
は
、
現
況
に
道
路
機
能

を
維
持
し
な
が
ら
工
事
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
た
め
、
県
道
松
戸

野
田
線
か
ら
県
道
松
戸
野
田
線

バ
イ
パ
ス
ま
で
の
区
間
は
、
市
道

の
切
り
回
し
や
、
工
事
の
支
障

に
な
る
下
水
道
や
上
水
道
の
移

設
工
事
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
年
度
中
に
は
千
葉
県

側
取
り
付
け
部
に
お
い
て
も
本

体
部
分
に
当
た
る
橋
脚
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

有
料
道
路
事
業
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
埼
玉
県
道
路
公
社
が

昨
年
7
月
に
国
か
ら
有
料
道
路

事
業
の
許
可
を
取
得
。
現
在
、

平
成
31
年
度
か
ら
有
料
道
路
事

業
の
工
事
に
着
手
す
る
た
め
、

国
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
及
び
埼

玉
県
道
路
公
社
が
必
要
な
手
続

き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
有
料
道
路
事
業
は
、

埼
玉
県
道
路
公
社
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
お
り
、
通
行
料
金

は
軽
自
動
車
等
1
0
0
円
、

普
通
車
1
5
0
円
、
中
型
車

2
0
0
円
、
大
型
車
2
5
0

円
、
特
大
車
4
0
0
円
、
軽

車
両
（
自
転
車
、
原
付
バ
イ
ク

含
む
）
20
円
で
、
料
金
徴
収
期

間
は
平
成
35
年
度
か
ら
平
成
64

年
度
ま
で
の
30
年
間
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
も
引
き
続
き
、
江

戸
川
渡
河
部
及
び
千
葉
県
側
取

り
付
け
部
の
橋
梁
工
事
や
工
事

の
支
障
物
件
の
移
設
工
事
を
進

め
て
い
く
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
橋
の
整
備
に
伴
う
沿

道
の
環
境
対
策
と
し
て
、
沿
道

が
第
1
種
低
層
住
居
専
用
地

域
等
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
騒
音

が
昼
間
、
夜
間
と
も
に
環
境
基

準
（
昼
間
70
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間

65
デ
シ
ベ
ル
）
以
下
と
な
る
よ

う
、
本
線
お
よ
び
側
道
へ
の
遮

音
壁
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
振
動
は
要
請
限
度

（
昼
間
65
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間
60
デ

現
在
の
進
捗
状
況

三
郷
流
山
橋
に
関
わ
る

武
田
県
議
の
登
壇一覧

シ
ベ
ル
）
以
下
に
、
ま
た
、
日
照

阻
害
に
つい
て
は
、
長
時
間
の
日

陰
が
生
じ
な
い（
二
階
で
1
日
4

時
間
以
上
の
日
陰
を
生
じ
る
住

宅
が
な
い
）よ
う
に
整
備
さ
れ
る

計
画
に
な
って
い
ま
す
。

　

県
当
局
は
、
引
き
続
き
地
元

の
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
求

め
な
が
ら
、
関
係
自
治
体
と
連

携
し
平
成
34
年
度
の
工
事
完
成

を
目
指
し
、
積
極
的
に
工
事
の

推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

①
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⑲
平
成
30
年
6
月
議
会

　

一
般
質
問

⑳
平
成
31
年
2
月
議
会

　

一
般
質
問
（
予
定
）

埼玉県三郷市

千葉県事業区間埼玉県事業区間

千葉県側取付部(仮称)三郷流山橋埼玉県側取付部

江
戸
川

流山市中央消防署

今
上
落

江戸川 松戸野田線今上落

画像：CNES/Airbus、Digital Earth Technology、DigitalGlobe　地図データ：Google、ZENRIN
東葛病院付属診療所

茂侶神社

○区間＝埼玉県三郷市前間から千葉県流山市三輪野山まで延長2キロメートル
○車線数＝2車線（ただし計画は4車線、先行して2車線を整備）
○総事業費　約170億円＝一般事業費86億円＋有料事業費84億円
 （＝埼玉県出資金8.4億円＋千葉県出資金8.4億円＋国借入金25.2億円＋銀行借入金42億円）
○有料道路事業区間（工期）平成30年度～平成34年度（5年間）
○料金＝普通車150円（通行1台1回につき）他

みさと協立病院

千葉県流山市

《
補
足
説
明
》

完成イメージ図
「全体計画は4車線であるが、先ずは2車線を整備」

昭和44年8月生まれ　八木南小、八木中、専大松戸高、中央大卒　公認会計士　県議3期　ちば自民党青年局長
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